
 これまで世界各国において自動運転自動車に関する研究が行われてきた。従来は高速道路
のみを対象とした自動運転システムが研究されてきたが。近年では市街地をも含めた自動運転
システムについても実フィールドにおけるテストが実際に行われるようになってきた。市街地
を含めたいわゆるDoor-to-doorでの自動運転はまさに夢の技術であり、これが可能となれば
安全快適性の向上を図ることができると同時に、将来のライフスタイルをも変えうる様々な
可能性を秘めている。このような自動運転自動車では様々なセンサを用いて周辺環境を認識
すると同時に、それらの情報を処理し適切な判断を行う必要がある。本講演では金沢大学に
おいて開発した自動運転自動車の概要について述べるとともに、国内の大学としては初の試み
として実施中の市街地における公道走行実証試験の概要とその成果について述べる。 
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